
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

銭稲孫の私設日本語図書室「泉寿東文書庫」

稲森, 雅子
九州大学大学院人文科学府 : 博士後期課程

https://doi.org/10.15017/1906431

出版情報：中国文学論集. 46, pp.152-169, 2017-12-25. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



銭
稲
孫
（
一
八
八
七
～
一
九
六
六
）
は
、
青
少
年
期
七
年
間
を
日
本
で
過
ご
し
、『
万
葉
集
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
日
本
古
典
文
学
の

翻
訳
を
試
み
た
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
。
民
国
期
の
北
京
大
学
や
清
華
大
学
で
日
本
語
を
教
え
る
傍
ら
、
九
州
大
学
中
国
文
学
研
究
室

初
代
教
授
目
加
田
誠
を
自
宅
へ
下
宿
さ
せ
た
ほ
か
、
吉
川
幸
次
郎
、
奥
野
信
太
郎
な
ど
多
く
の
日
本
人
留
学
生
を
親
身
に
世
話
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。
日
中
戦
争
終
結
後
は
文
化
侵
略
に
加
担
し
た
所
謂
「
漢
奸
」
と
さ
れ
、
文
化
大
革
命
期
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
資

料
に
乏
し
く
そ
の
生
涯
に
は
不
明
な
点
も
多
い
。
近
年
、
鄒
双
双
氏
に
よ
り
詳
細
な
研
究
が
行
わ
れ
、『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男

―
万
葉
集
を
訳
し
た
銭
稲
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
民
国
一
九
年
（
一
九
三
〇
）
自
宅
に
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」
を
開
設
し
、
日
本
語
書
籍
を
蒐
集
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（
１
）、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
他
方
、
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
日
本
側
の
記

録
が
増
加
し
て
お
り
、
日
本
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
図
書
室
開
設
が
関
係
深
化
の
契
機
と
な
っ
た
可

能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
新
た
に
発
見
し
た
設
立
趣
意
書
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
の
機
関
誌
や
関
係

者
書
簡
な（
２
）ど
に
よ
り
、
図
書
室
の
設
立
意
図
や
概
要
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
銭
稲
孫
の
略
歴

最
初
に
銭
稲
孫
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
銭
稲
孫
は
、
光
緒
十
三
年
（
一
八
八
七
）
浙
江
省
帰
安
県
に
外
交
官
銭
恂
（
一
八

稲

森

雅

子

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」
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五
三
～
一
九
二
七
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
単
士
厘
（
一
八
六
三
～
一
九
四
五
）
も
『
清
閨
秀
藝
文
略
五
巻
』
や
旅
行
記
『
癸

卯
旅
行
記
』
な
ど
を
著
し
た
才
媛
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
い
年
の
叔
父
に
音
韻
学
者
の
銭
玄
同
（
一
八
八
七
～
一
九
三
九
）
が
い
る
。

父
銭
恂
は
、
銭
稲
孫
誕
生
の
光
緒
十
三
年
に
湖
南
按
察
使
薛
福
成
（
一
八
三
八
～
一
八
九
四
）
よ
り
浙
江
寧
波
鄞
県
天
一
閣
の
蔵
書

目
録
編
纂
を
命
じ
ら
れ
、
翌
年
『
天
一
閣
見
存
書
目
』
四
巻
首
末
二
巻
（
薛
福
成
編
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
外
交
官
と
し
て

欧
州
各
国
へ
赴
任
し
、
帰
国
後
は
、
張
之
洞
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
九
）
幕
下
に
入
り
、
光
緒
二
五
年
（
一
八
九
九
）
二
月
游
学
日
本

学
生
監
督
に
任
命
さ
れ
来
日
し
た（
３
）。

光
緒
二
六
年
（
一
九
〇
〇
）
銭
稲
孫
も
母
単
士
厘
に
伴
わ
れ
、
妻
包
豊
保
、
弟
燧
孫
と
と
も
に
来
日
し
、
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
、
成
城

学
校
文
科
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
で
学
ん
だ
。
光
緒
三
三
年
（
一
九
〇
七
）
父
の
オ
ラ
ン
ダ
赴
任
に
伴
い
、
日
本
を
離
れ

イ
タ
リ
ア
へ
も
随
行
し
、
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
帰
国
し
た
。
中
華
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
民
国
教
育
部
に
入
り
魯
迅
と
も
同
僚

と
な
る
。
民
国
三
年
（
一
九
一
四
）
国
立
北
平
図
書
館
兼
務
、
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
北
京
大
学
日
本
語
講
師
、
民
国
一
六
年
（
一

九
二
七
）
に
教
育
部
を
辞
し
て
清
華
大
学
外
文
系
講
師
と
な
る
。
民
国
二
一
年
（
一
九
三
二
）
同
大
学
教
授
に
昇
任
し
、『
源
氏
物
語
』

の
翻
訳
に
も
取
り
組
み
始
め
る
。
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
七
月
よ
り
一
年
間
休
暇
を
取
得
し
夫
人
同
伴
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
翌
年

日
本
の
東
方
文
化
事
業
部
に
よ
り
北
京
近
代
科
学
図
書
館
が
開
設
さ
れ
る
と
日
本
語
講
座
講
師
の
一
人
と
な
る
。
民
国
二
八
年
（
一
九

三
九
）
日
本
政
府
が
設
立
し
た
（
偽
）「
北
京
大
学
」
の
秘
書
長
に
任
じ
ら
れ
、
終
戦
ま
で
同
大
学
図
書
館
館
長
、
学
長
な
ど
を
歴
任

し
、
日
本
と
の
文
化
交
流
の
中
国
側
代
表
の
一
人
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
間
に
翻
訳
書
『
日
本
詩
歌
選
』（
文
求
堂
、
一
九
四
一
年
）、

『
盆
樹
記
―
謡
曲
』（
北
京
近
代
科
学
図
書
館
、
一
九
四
二
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

民
国
三
五
年
（
一
九
四
六
）「
漢
奸
」
と
し
て
懲
役
十
年
、
公
民
権
剥
奪
六
年
の
判
決
を
受
け
入
獄
し
た
。
三
年
間
服
役
し
た
後
、
出

版
社
で
翻
訳
業
務
に
従
事
し
た
。
文
化
大
革
命
が
勃
発
す
る
と
紅
衛
兵
に
自
宅
を
襲
撃
さ
れ
、
自
身
が
暴
行
を
受
け
た
ば
か
り
で
な
く

蔵
書
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
一
九
六
六
年
北
京
で
亡
く
な
っ
た
。

日
中
戦
争
終
結
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
概
観
す
る
と
、
日
本
語
教
育
・
翻
訳
の
ほ
か
図
書
館
に
関
わ
る
仕
事
に
も
し
ば
し
ば
携
わ
っ
て

て
お
り
、
銭
稲
孫
に
と
っ
て
図
書
館
は
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
近
年
で
は
戦
禍
か
ら
大
学
図
書
館
の
蔵

書
を
守
っ
た
と
し
て
中
国
国
内
で
再
評
価
す
る
向
き
も
あ
る（
４
）。
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二
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
「
泉
寿
東
文
書
庫
創
立
趣
意
書
」

「
泉
寿
東
文
書
庫
」
に
つ
い
て
、
石
田
幹
之
助
（
一
八
九
一
～
一
九
七
四
）
は
「
泉
寿
は
先
生
の
号
で
あ
り
、
東
文
と
は
日
本
文
と
い

ふ
こ
と（
５
）」
と
い
う
。
こ
れ
に
従
え
ば
銭
氏
日
本
語
図
書
室
の
意
で
あ
る
。
鄒
氏
は
外
務
大
臣
宛
在
中
国
公
使
館
報
告
書
「
支
那
人
の
日

本
語
及
日
本
事
情
研
究
状
況
調
査
」
報
告
文
に
よ
り
図
書
室
開
設
趣
旨
を
考
察
さ
れ
た
が
、
情
報
源
で
あ
る
銭
自
身
の
文
献
は
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
今
般
、
神
奈
川
県
二
宮
町
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館
（
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
）
所
蔵
の
徳
富
蘇
峰
宛
書

簡
の
中
か
ら
「
泉
寿
東
文
書
庫
創
立
趣
意
書
」
を
発
見
し
た
（
図
一
）。
同
財
団
の
収
蔵
リ
ス
ト
上
の
発
信
人
氏
名
が
「
銭
福0

孫
」
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日
「
銭
稲
孫
」
へ
修
正
済
）。

徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
～
一
九
五
七
）
は
、
本
名
猪
一
郎
、
熊
本
県
出
身
。
明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
評
論
家
、
歴
史
家
で
『
国
民
之
友
』『
国
民
新
聞
』
を
発
刊
し
た
。
当
初
は
平
民
主
義
を
主
張
し
て
い
た
が
、
日
清
戦
争
後
国
家

主
義
を
鼓
吹
し
た
。
事
業
の
傍
ら
半
世
紀
に
わ
た
り
古
典
籍
・
古
文
書
な
ど
約
十
万
冊
を
収
集
し
成
簣
堂
と
名
付
け
た
。
著
書
は
『
近

世
日
本
国
民
史
』
百
巻
な
ど
多
数
、
小
説
家
の
徳
冨
蘆
花
は
実
弟
で
あ
る
。
銭
か
ら
趣
意
書
が
送
付
さ
れ
る
前
年
（
一
九
二
九
）、
蘇
峰

は
、
自
ら
設
立
し
た
国
民
新
聞
社
を
退
社
し
、
同
郷
の
本
山
彦
一
の
招
き
に
よ
り
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
社
賓
と
な
っ

て
い
た
。

書
簡
は
一
枚
（
縦
約
二
六
×
横
五
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
表
面
に
宛
先
住
所
が
書
さ
れ
、
宛
名
欄
に
は
朱
枠
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

裏
面
に
は
中
国
語
文
、
日
本
語
文
の
創
立
趣
意
書
が
あ
り
、
銭
稲
孫
の
自
署
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
記
す
。

 

　
　
　
　
　

泉
壽
東
文
書
藏
徵
書
緣
起

 
 

東
邦
籑
述
。
新
義
飈
起
。
懷
鉛
提
槧
。
日
就
月
將
。
殺
靑
相
聞
。
歳
逾
萬
卷
。

其
盛
矣
。
自
頃
海
内
承
學
之
士
。
捜
牢
放
軼
。
諏

訪
多
聞
。
他
山
之
用
。
取
材
甚
衆
。
斯
固
記
莂
所
資
。
有
煩
鞮
寄
者
焉
。
惟
此
土
諸
家
。
購
求
臧
弆
。
多
在
一
時
。
萬
本
從
同
。
但

適
獨
對
。
聚
而
觀
之
。
精
而
未
博
。
蔽
而
未
周
。
欲
取
其
全
。
盖
亦
難
已
。
稲
孫
行
能
無
似
。
知
見
不
弘
。
自
顧
二
十
年
以
來
。
殫
心

講
授
。
典
衣
有
得
。
挿
架
未
遑
。
分
別
部
居
。
略
餘
新
籍
。
茲
謹
出
其
所
藏
。
剏
爲
泉
壽
東
文
書
藏
。
伏
願
文
章
碩
彦
。
縞
紵
知
交
。
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名
山
二
酉
之
傳
。
大
雅
九
能
之
隽
。
各
傾
秘
笈
。
同
陳
寶
書
。
悉
擧
琳
琅
。
助
其
箸
錄
。
將
見
顔
家
授
簡
。
不
薄
鮮
卑
。
臣
向
然
藜
。

方
同
天
祿
。
恭
成
喤
引
。
實

繼
聲
。

 

（
一
）  
書
藏
。
專
以
日
文
著
撰
爲
主
。
異
日
擴
充
。
亦
捜
西
籍
之
有
關
東
方
學
術
者
。

 

（
二
）  
書
藏
。
但
爲
中
日
學
者
。
謀
學
術
硏
究
之
便
利
。
不
務
其
他
。
刊
行
介
紹
學
術
之
雜
誌
圖
書
。
其
他
有
益
學
術
之
事
業
亦
次
第

籌
之
。 

 

爲
謀
學
者
互
通
聲
息
。
有
所
見
委
。
視
力
所
逮
。
樂
効
奔
走
。

 

（
三
）
書
藏
。
旨
在
公
開
。
其
閲
覽
規
則
。
另
定
之
。

 

（
四
）
書
藏
。
暫
設
北
平
西
四
牌
樓
受
璧
胡
同
九
號
。
一
俟
籌
定
獨
立
基
金
。
即
另
謀
館
址
。

 

（
五
）
寄
贈
之
書
。
不
論
新
舊
多
少
與
種
類
何
屬
。
俱
所
歡
迎
。

 

（
六
）
如
以
財
力
爲
贈
。
願
得
指
定
用
途
。
其
不
指
定
用
途
者
。
以
半
數
入
基
金
。
以
半
數
購
買
圖
書
。
或
入
維
持
經
費
。

 

（
七
）
會
計
。
以
中
日
會
友
共
同
監
督
管
理
。

 

北
平
、
西
四
牌
樓
、
受
璧
胡
同
、
九
號　
　

錢
稻
孫

 
 

 

中
華
民
國
十
九
年
一
月
一
日

 

　
　
　
　
　

泉
壽
東
文
書
庫
創
立
趣
意
書

 
 

駸
々
た
る
日
本
文
化
の
う
ち
、
就
中
出
版
の
事
業
に
至
り
て
は
、
近
年
殊
に
驚
嘆
す
べ
き
進
歩
を
示
し
、
學
理
の
新
義
、
文
藝
の
創

作
、
一
歳
よ
く
萬
卷
の
多
き
に
出
で
、
我
國
學
界
の
喪
ひ
た
る
も
の
、
亦
た
之
を
東
邦
に
探
求
す
る
の
隆
盛
に
し
て
、
最
近
の
學
術

文
化
、
東
書
に
依
り
て
益
を
收
め
た
る
と
こ
ろ
極
め
て
甚
大
な
り
。
而
し
て
我
が
學
都
の
北
平
に
於
て
之
を
顧
み
る
に
、
著
名
な
る

圖
書
館
ま
た
頗
る
東
書
の
蒐
集
に
努
め
つ
ゝ
あ
る
も
、
そ
の
類
自
ら
各
専
門
に
傾
き
、
一
門
に
精
な
り
と
雖
も
狹
く
し
て
博
か
ら
ず
、

一
般
の
硏
究
に
尚
ほ
未
だ
廣
く
便
な
り
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
。
不
肖
茲
に
鑑
み
、
斯
友
有
志
に
之
を
諮
り
、
二
十
年
來
講
授
の
餘
閒
、
購

讀
積
藏
す
る
と
こ
ろ
の
東
書
を
以
て
基
礎
と
爲
し
、
泉
壽
東
文
書
庫
を
創
設
し
て
之
を
公
開
し
、
以
て
聊
か
此
不
便
を
補
は
ん
と
す
。

雖
然
、
所
藏
の
東
書
、
そ
の
質
不
齊
、
そ
の
數
た
る
や
亦
た
貧
弱
、
加
之
寒
士
微
力
、
志
徒
ら
に
餘
り
あ
る
も
、
書
庫
體
を
成
さ
ず

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」

155



し
て
、
公
用
に
資
す
る
と
こ
ろ
甚
だ
乏
し
き
を
憾
む
。
即
ち
此
擧
を
善
隣
の
君
子
に
訴
へ
て
、
中
日
文
化
の
融
洽
を
達
成
せ
ん
と
欲

す
る
所
以
な
り
。
冀
は
く
は
讚
助
を
賜
へ
。

 

（
一
）  
本
書
庫
は
、
專
ら
日
本
人
の
著
譯
に
成
る
圖
書
蒐
集
を
主
と
し
、
傍
ら
東
方
硏
究
に
關
す
る
各
國
著
書
を
も
蒐
集
す
。

 

（
二
）  
本
書
庫
は
、
中
日
學
者
の
爲
め
學
術
硏
究
の
便
利
を
謀
り
、
他
に
渉
ら
ず
。 

 
本
書
庫
は
、
學
術
の
雜
誌
、
圖
書
を
刊
行
、
紹
介
し
、
そ
の
他
學
術
に
有
益
な
る
事
業
も
亦
た
次
第
に
着
手
す
。 

 

本
書
庫
は
、
御
希
望
に
依
り
、
力
の
及
ぶ
限
り
、
中
日
兩
國
學
者
の
聯
絡
を
謀
る
。

 

（
三
）  

本
書
庫
は
、
一
般
の
閲
覽
に
公
開
す
。
閲
覽
規
則
は
別
に
之
を
定
む
。

 

（
四
）  

本
書
庫
は
、
暫
く
北
平
・
西
四
牌
樓
・
受
璧
胡
同
・
九
號
・
錢
宅
内
に
設
け
、
維
持
方
法
の
確
立
を
俟
つ
て
、
適
當
の
地　
　

に

移
転
す
る
計
畫
な
り
。

 

（
五
）  

圖
書
は
、
そ
の
新
舊
多
少
、
種
類
の
如
何
を
論
ぜ
す
、
御
不
用
の
も
の
を
御
寄
贈
下
さ
ら
ば
幸
甚
な
り
。

 

（
六
）  

金
錢
の
御
寄
附
を
受
け
し
場
合
は
、
そ
の
用
途
御
指
定
の
も
の
を
除
き
、
其
他
は
、
將
來
の
大
成
に
資
す
る
爲
め
、
一
半
を
以

て
基
本
金
に
積
立
て
、
餘
半
を
以
て
圖
書
購
入
及
び
書
庫
維
持
の
費
用
に
充
つ
。

 

（
七
）  

金
錢
收
支
の
確
實
を
期
す
る
爲
め
、
中
日
兩
方
の
篤
誠
な
る
會
友
に
會
計
を
委
託
し
、
且
つ
收
入
は
一
切
之
を
確
實
な
る
銀
行

に
預
存
す
。

趣
意
書
よ
り
名
称
は
「
泉
寿
東
文
書
蔵
」（
中
国
語
）、「
泉
寿
東
文
書
庫
」（
日
本
語
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
本
稿
で
は
日
本

語
呼
称
に
従
う
）。
趣
意
書
に
は
、
設
立
経
緯
、
運
営
方
針
、
将
来
展
望
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
銭
が
日
本
学
術
研
究
の
目
覚
ま
し

い
進
展
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
情
報
を
迅
速
か
つ
多
方
面
で
収
集
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
民
国
十
四
年
（
一

九
二
五
）
中
華
図
書
館
協
会
が
発
足
し
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
国
立
北
平
図
書
館
が
開
館
し
て
い
た
が
、
銭
の
よ
う
に
私
設
図

書
室
を
「
一
般
」（
市
民
）
に
公
開
し
、
か
つ
日
中
間
で
研
究
者
の
連
携
支
援
も
行
う
と
宣
言
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。
加
え
て
体
制
が
整
え
ば
私
邸
か
ら
適
当
な
地
へ
の
移
転
も
目
指
す
と
し
て
お
り
、
銭
が
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
も
っ
て
泉
寿
東
文
書

庫
を
開
設
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
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と
こ
ろ
で
、
当
該
創
立
趣
意
書
は
い
か
な

る
経
緯
で
徳
富
蘇
峰
の
も
と
へ
送
り
届
け
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
銭
稲
孫

と
徳
富
蘇
峰
と
の
間
に
直
接
的
な
接
点
は
見

出
せ
な
い
。
他
方
、
後
述
す
る
銭
の
日
本
人

支
援
者
松
村
太
郎
は
、
蘇
峰
が
社
主
で
あ
っ

た
『
国
民
新
聞
』
北
京
駐
在
特
派
員
と
の
記

録
が
あ
る（
６
）。

こ
の
ほ
か
松
本
亀
次
郎
『
中
華
五
十
日
游

記
』（
東
亜
書
房
、
一
九
三
一
年
）
所
収
「
中

華
教
育
視
察
紀
要
」
中
に
も
図
書
室
紹
介
と

と
も
に
本
趣
意
書
の
日
本
語
全
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る（
７
）。
松
本
亀
次
郎
（
一
八
六
六
～
一

九
四
五
）
は
、
中
国
人
留
学
生
へ
の
日
本
語

教
育
に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
、
魯
迅
や
周
恩

来
ら
に
日
本
語
を
教
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
松
本
は
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

弘
文
学
院
講
師
と
な
り
、
昭
和
五
年
（
一
九

三
〇
）
四
～
五
月
、
東
亜
高
等
予
備
学
校
教

頭
と
し
て
中
国
各
地
を
教
育
視
察
し
た
。
五

月
四
～
十
一
日
北
平
に
滞
在
し
、
大
学
で
日

本
語
を
教
え
て
い
た
銭
と
「
屢
面
會
し
た
」

【
図
一
】   

徳
富
蘇
峰
記
念
館
（
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
）
所
蔵　

徳
富
蘇
峰
宛
書
簡  

（
縦
約
二
六
×
横
五
三
㎝
）

表
面
（
宛
名
）

裏
面
（
本
文
）
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と
い
う
。
趣
意
書
紹
介
に
あ
た
り
「
専
ら
日
本
文
の
書
籍
を
蒐
集
し
、
両
国
学
者
の
為
、
学
術
研
究
の
便
を
図
」
っ
て
お
り
、
日
本
人

有
志
が
「
書
物
を
寄
贈
し
て
、
一
般
の
民
国
人
に
日
本
に
関
す
る
知
識
を
普
及
さ
せ
た
な
ら
ば
、
大
い
に
日
本
を
理
解
す
る
基
礎
に
成

ら
う
と
思
ふ
」
と
期
待
の
言
葉
を
添
え
て
い
る
。

三
、
支
援
者
か
ら
岩
波
茂
雄
へ
の
書
簡

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
二
月
下
旬
～
翌
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
下
旬
、
志
賀
直
哉
（
一
八
八
三
～
一
九
七
一
）
と
里
見
弴
（
一

八
八
八
～
一
九
八
三
）
は
南
満
洲
鉄
道
の
招
待
で
満
洲
へ
旅
し
た（
８
）。
一
月
十
四
日
よ
り
十
日
間
北
京
に
も
滞
在
し
た
。
志
賀
は
二
度
面

会
し
て
お
り
、
二
度
目
は
銭
宅
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。
志
賀
の
日
記
に
は
二
度
と
も
同
席
し
た
人
物
「
松
村
太
郎
」
の
名
が
記
録
さ
れ

る
。
初
回
十
六
日
に
は
銭
と
二
人
で
宿
泊
先
扶
桑
館
を
訪
れ
、
二
〇
日
銭
宅
訪
問
の
際
は
志
賀
を
迎
え
に
来
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
銭
と

松
村
が
か
な
り
親
し
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
岩
波
書
店
編
集
部
編
集
『
岩
波
茂
雄
へ
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
を

確
認
す
る
と
、
果
た
し
て
松
村
太
郎
か
ら
書
簡
三
通
が
送
ら
れ
、
株
式
会
社
岩
波
書
店
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
書
簡
昭
和
五
年

三
月
七
日
付（
９
）に
は
、
泉
寿
東
文
書
庫
設
立
経
緯
が
見
え
る
。
以
下
に
全
文
を
示
す
。

 

岩
波
先
生

 
  

謹
啓
。
私
は
銭
稲
孫
氏
創
立
の
泉
壽
東
文
書
庫
関
係
者
の
一
人
で
有
り
ま
す
。
ま
だ
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た
こ
と
も
な
く
、
一
突

然
書
を
呈
す
る
ぶ
し
つ
け
を
御
海
容
下
さ
れ
、
向
後
御
教
示
下
さ
ら
ば
、
幸
甚
の
至
り
で
有
り
ま
す
。

 
  

今
回
銭
氏
の
書
庫
創
立
以
来
、
格
外
の
御
同
情
を
辱
ふ
し
、
御
発
行
の
雑
誌
『
思
想
』
の
交
換
を
御
允
諾
下
さ
れ
、
誠
に
感
謝
に

辞
な
き
次
第
で
、
難
有
御
禮
申
上
ま
す
。

 
  

銭
氏
の
書
庫
創
立
に
至
り
し
径
路
に
就
て
は
、
多
年
同
氏
と
御
昵
懇
の
先
生
に
は
、
篤
く
に
御
承
知
か
も
知
れ
ま
せ
ん
と
存
じ
ま

す
け
れ
共
、
関
係
者
の
一
人
と
し
て
、
私
か
ら
も
一
應
申
上
げ
、
御
了
解
を
得
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 
  

御
承
知
の
通
り
、
銭
氏
は
本
職
の
旁
ら
多
年
各
学
校
に
於
て
日
語
教
授
を
担
任
し
て
居
ら
れ
ま
す
関
係
上
、
支
那
側
に
、
日
本
人
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の
撰
著
閲
讀
を
鼓
吹
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
是
れ
、
学
術
上
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
各
学
術
就
中
東
洋
学
に
対
す
る
日
本
人
の
研
究

が
、
最
近
異
常
に
進
歩
発
展
し
、
欧
米
の
学
者
す
ら
大
に
注
意
し
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
獨
り
支
那
側
の
学
者
が
、
仍
然
と
し
て
舊
態

を
脱
せ
ざ
る
も
の
多
き
に
つ
き
、
日
本
人
の
著
書
に
よ
り
て
、
支
那
学
者
連
を
鞭
撻
し
て
覚
醒
せ
し
め
ん
と
す
る
に
有
り
ま
す
。
又

た
政
治
上
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
日
本
及
び
日
本
人
に
対
す
る
支
那
人
従
来
の
観
察
は
、
兎
角
外
国
人
の
著
書
に
よ
り
て
窺
知
す
る

も
の
多
か
り
し
為
め
か
、
一
向
実
相
に
タ
ッ
チ
す
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
で
き
る
丈
け
、
日
本
人
の
著
著
に
よ
り
て
、
直
接
了
解
せ

し
め
ん
と
す
る
に
有
り
ま
す
。

 
  

然
る
に
各
学
校
及
び
図
書
館
に
所
蔵
す
る
、
日
本
人
の
著
書
は
、
至
つ
て
尠
な
く
、
最
も
多
く
所
蔵
す
る
と
称
せ
ら
る
ゝ
北
京
大

学
の
如
き
す
ら
、
二
千
餘
部
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
大
部
分
は
以
前
の
も
の
に
係
り
、
最
近
の
著
書
甚
だ
少
く
、
北
平
図
書
館
は
、

銭
氏
の
関
係
さ
れ
し
以
来
、
極
力
購
入
を
鼓
吹
し
あ
る
も
、
経
費
の
関
係
上
、
意
の
如
く
な
ら
ず
、
大
に
遺
憾
の
念
を
抱
い
て
ゐ
ら

れ
ま
し
た
。

 
  

是
に
於
て
銭
氏
は
日
本
文
書
籍
の
大
図
書
館
の
必
要
な
る
を
痛
感
し
、
往
年
、
日
本
が
対
支
文
化
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
ゝ
な
る

や
、
氏
は
疾
早
く
、
某
氏
を
介
し
て
、
支
那
の
良
書
を
蒐
集
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
書
籍
を
も
購
入
し
て
、
支
那
学
徒
の
便
に
供

せ
ら
れ
ん
事
を
建
策
さ
れ
し
由
な
る
も
、
そ
の
容
る
ゝ
所
と
な
ら
ず
、
文
化
事
業
は
、
將
来
兎
に
角
、
當
分
専
ら
支
那
書
籍
の
み
を

購
入
す
る
こ
と
ゝ
な
り
た
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
所
蔵
も
、
一
般
の
閲
覧
に
公
開
せ
ず
、
單
に
、
研
究
員
丈
け
の
研
究
上
備
付
く
る

も
の
に
過
ぎ
ざ
る
よ
り
、
銭
氏
は
大
に
失
望
し
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た
。

 
  

然
る
に
、
支
那
人
士
の
、
日
本
書
籍
研
究
熱
は
そ
の
後
益
々
旺
盛
に
な
り
つ
ゝ
あ
る
を
以
て
、
銭
氏
は
、
日
本
の
有
力
者
の
来
平

毎
に
、
そ
の
設
立
の
必
要
に
し
て
急
務
な
る
を
説
い
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
側
は
誰
と
て
之
に
賛
成
せ
ざ
る
も
の
な
き
も
、
又
誰

一
人
と
し
て
、
帰
国
後
之
を
鼓
吹
せ
し
も
の
も
無
い
様
で
し
た
。
是
れ
は
必
ず
し
も
、
日
本
人
の
口
先
許
り
の
お
世
辞
で
な
く
、
実

際
今
日
本
が
不
景
氣
な
の
で
、
こ
ん
な
事
に
耳
を
傾
け
る
も
の
無
い
為
め
で
も
あ
り
ま
せ
う
。

 
  

銭
か
ら
屡
私々
も
意
見
を
徴
せ
ら
れ
ま
し
た
。
併
し
私
の
如
き
、
老
書
生
の
力
で
到
底
及
ぶ
所
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
す
が
、
去
れ
ば

と
て
、
棚
か
ら
ボ
タ
餅
の
落
ち
来
る
を
待
つ
て
居
た
の
で
は
、
何
時
成
立
す
る
か
、
殆
ど
目
途
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
は
、
昨

年
の
初
夏
と
思
ひ
ま
す
が
、
大
図
書
館
の
成
立
な
ど
は
、
當
分
成
立
の
見
込
な
き
が
如
し
。
之
を
晏
然
と
し
て
待
つ
か
、
然
ら
ざ
れ
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ば
、
先
づ
各
自
の
所
蔵
書
を
提
供
し
あ
つ
て
、
小
規
模
の
も
の
を
起
し
、
一
方
各
方
面
の
同
情
に
訴
へ
て
図
書
の
寄
贈
を
請
ひ
、
一

方
大
図
書
館
設
立
の
機
運
を
促
が
し
て
は
如
何
と
の
意
見
を
述
べ
、
将
来
好
き
機
運
熟
し
、
大
図
書
館
の
設
立
さ
る
ゝ
場
合
、
こ
の

小
書
庫
も
、
之
に
合
併
す
れ
ば
、
目
的
達
成
の
上
に
何
等
差
支
な
か
る
べ
し
と
申
し
、
銭
氏
も
之
に
同
意
さ
れ
、
そ
の
後
同
志
と
も

種
々
協
議
の
上
、
漸
く
本
年
に
入
り
て
趣
意
書
を
発
表
し
て
創
立
に
着
手
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 
  

私
共
は
申
す
に
及
ば
す
、
銭
氏
と
て
資
力
裕
か
で
有
り
ま
せ
ん
の
で
、
極
力
日
本
人
側
の
同
情
に
訴
へ
て
図
書
の
寄
贈
を
仰
ぎ
、
蒐

集
す
る
代
り
に
、
日
支
両
方
面
の
便
宜
に
な
る
事
は
、
関
係
者
の
力
の
及
ぶ
限
り
、
書
庫
に
於
て
盡
力
し
、
そ
の
便
を
計
る
こ
と
に

し
、
且
つ
経
費
節
約
の
見
地
よ
り
書
庫
も
同
氏
宅
の
一
部
を
充
つ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
有
り
ま
す
。

 
  

或
は
、
貧
亡マ
マ

人
揃
の
や
る
事
業
で
、
何
も
出
来
ま
い
と
軽
蔑
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
事
は
、
初
め
か
ら

覚
悟
の
う
ち
で
、
只
だ
互
に
努
力
し
合
ひ
、
漸
を
期
そ
う
と
云
ふ
の
で
有
り
ま
す
。
由
来
資
力
を
有
す
る
も
の
が
、
斯
ん
な
考
を
起

さ
ず
、
銀
行
を
食
つ
た
り
、
會
社
を
荒
し
た
り
す
る
事
を
以
て
、
能
事
と
し
て
ゐ
ま
す
の
は
、
日
本
人
で
も
支
那
人
で
も
同
一
で
あ

り
ま
す
。

 
  

夫
は
兎
に
角
と
し
て
、
書
庫
創
立
と
同
時
に
、
支
那
の
書
店
と
聯
絡
し
、
漢
籍
の
、
日
本
側
へ
の
取
次
を
開
始
し
ま
し
た
。
マ
ダ

充
分
日
本
側
に
知
れ
渡
り
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
者
多
く
有
り
ま
せ
ん
が
、
逐
次
増
加
し
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。

 
  

支
那
側
に
対
す
る
日
本
書
籍
取
次
も
開
始
す
る
こ
と
に
、
當
初
か
ら
考
へ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
尠
か
ら
ざ
る
保
証
金
を
提
供
す
る
内

規
な
る
由
に
て
、
目
下
の
書
庫
の
資
力
と
し
て
之
に
堪
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
、
支
那
側
よ
り
平
凡
社
発
行
の
書
道
全
書マ
マ

、

世
界
美
術
全
書マ
マ

等
数
部
の
取
次
方
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
凡
社
と
直
接
取
引
を
開
始
す
べ
く
目
下
交
渉
中
で
あ
り
ま
す
。

 
  

就
て
は
先
生
の
御
経
営
に
な
る
書
店
と
も
、
直
接
取
引
を
御
允
諾
し
て
頂
け
れ
ば
、
甚
だ
結
構
と
存
じ
ま
す
。
私
共
の
希
望
す
る
所

は
、
も
し
、
御
允
諾
下
さ
ら
ば
、
向
後
新
刊
書
発
行
毎
に
一
部
宛
、
書
庫
の
方
に
御
寄
贈
を
願
ひ
た
い
。
書
庫
は
寄
贈
を
受
く
る
と

同
時
に
新
刊
紹
介
を
左
記
日
刊
漢
字
新
聞
の
二
三
に
載
せ
、
購
読
希
望
者
に
は
、
本
書
庫
に
於
て
取
次
ぐ
こ
と
は
勿
論
見
本
一
部
も

本
書
庫
に
備
付
け
無
料
閲
覧
に
便
す
る
こ
と
附
記
し
て
置
き
ま
す
。

 
  

北
平
に
於
て
は　

順
天
時
報
（
日
本
人
経
営
）
新
晨
報
（
閻
錫
山
の
機
関
新
聞
）

 
 

　
　
　
　
　
　
　

全
民
報
（
北
平
市
長
張
蔭
梧
の
機
関
新
聞
）
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益
世
報
（
中
立
）

 
 

天
津
に
於
て
は　

大
公
報
（
中
立
）

 
 

　
　

此
等
は
北
平
、
天
津
で
有
力
な
る
も
の
で
、
此
数
社
と
は
聯
絡
が
あ
る
の
で
す
。

 
 

斯
く
す
れ
ば
、
支
那
側
の
注
文
者
も
必
ず
有
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
注
文
を
受
け
し
場
合
は
、
割
引
價
格
に
郵
税
を
添
へ
て
本
書
庫

よ
り
注
文
し
ま
す
。
或
は
一
冊
寄
贈
を
受
け
た
上
に
、
更
に
割
引
ま
で
は
甚
だ
蟲
が
よ
す
ぎ
る
と
の
お
考
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
此
の
見
本
の
有
無
は
、
大
に
賣
行
に
影
響
し
ま
す
。
上
記
平
凡
社
の
書
道
全
書マ
マ

、
世
界
美
術
全
集
の
如
き
は
、
同
社
の
某
氏
よ

り
寄
贈
し
あ
り
し
も
の
を
、
支
那
側
で
閲
覧
し
て
注
文
を
頼
み
し
も
の
で
す
。（
此
の
中
に
外
国
人
一
人
有
り
ま
す
。
何
れ
も
實
物
を
見
て
ゞ
す
）
餘
談
で
は

有
り
ま
す
が
、
預
約
も
の
に
対
し
て
は
、
支
那
の
方
は
、
多
く
一
時
拂
で
注
文
さ
れ
ま
す
。

 
  

兎
に
角
、
斯
く
し
て
頂
け
れ
ば
、
書
庫
と
し
て
も
、
逐
次
蔵
書
も
多
く
な
り
、
注
文
者
と
し
て
も
、
一
應
内
容
を
閲
た
上
、
安
心

し
て
注
文
で
き
、
又
た
貴
書
店
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
、
数
部
宛
賣
擴
め
ら
れ
得
ま
す
の
で
、
三
方
と
も
、
非
常
の
便
利
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
ま
す
。
何
卒
、
書
庫
御
援
助
の
見
地
か
ら
、
御
允
諾
下
さ
る
や
う
、
懇
願
し
ま
す
。（
新
刊
紹
介
は
、
登
載
毎
に
、
そ
の
切
抜

を
貴
覧
に
供
し
ま
す
）

 
  

銭
氏
は
最
初
、
三
四
月
頃
か
ら
、「
學
舌
」
と
申
す
、
漢
文
の
不
定
期
刊
行
物
を
出
し
、
支
那
側
に
配
布
す
る
外
、「
字
紙
簍
」
の

附
録
と
し
て
日
本
側
に
も
配
布
す
る
預
定
で
し
た
が
、
東
京
帝
大
の
原
田
淑
人
助
教
授
が
、
北
京
大
学
と
交
換
教
授
の
為
め
来
る
十

日
頃
着
平
せ
ら
る
ゝ
預
定
で
、
銭
氏
が
、
そ
の
通
譯
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
忙
の
為
め
、
又
数
个
月
延
期
の
已
む
な
き
に
な

り
ま
し
た
。「
学
舌
」
に
は
、
専
ら
日
本
に
於
け
る
支
那
学
術
研
究
の
概
要
や
、
日
本
新
刊
物
の
紹
介
を
為
す
も
の
な
の
で
す
。

 
  

色
々
雜
多
に
書
き
な
ら
べ
ま
し
た
の
で
、
甚
だ
躰
を
な
し
ま
せ
ん
が
、
何
卒
御
判
讀
の
上
、
御
允
諾
の
榮
を
得
ら
る
れ
ば
、
幸
甚

と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
先
は
御
願
ま
で
恐
謹
言

 

北
平
、
東
城
、
西
堂
子
胡
同
、
中
華
公
寓
内

 

松
村
太
郎　
　
　

 

三
月
七
日

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」
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書
簡
に
は
詳
細
に
図
書
室
開
設
ま
で
の
経
緯
が
綴
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
泉
寿
東
文
書
庫
の
設
立
経
緯
を
詳
し
く
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
銭
は
、
従
前
よ
り
中
国
国
内
に
日
本
の
最
新
の
学
術
情
報
を
提
供
す
る
「
日
本
文
書
籍
の
大
図
書
館
必
要
な
る
を
痛
感

し
」
て
お
り
、「
対
支
文
化
事
業
」
開
始
後
間
も
な
く
人
を
介
し
「
建
策
」
し
た
り
、「
日
本
の
有
力
者
の
来
平
毎
に
、
そ
の
設
置
の
必

要
に
し
て
急
務
な
る
を
打
診
す
る
」
も
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。
東
方
文
化
事
業
総
員
会
発
足
は
、
民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）

七
月
で
あ
り
、
銭
は
こ
の
頃
か
ら
日
本
語
書
籍
専
門
の
図
書
館
設
置
を
働
き
か
け
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
四
年
初
夏
頃
、

松
村
が
「
各
自
の
所
蔵
書
を
提
供
し
あ
つ
て
、
小
規
模
の
も
の
を
起
し
、
一
方
各
方
向
の
同
情
に
訴
へ
て
図
書
の
寄
贈
を
請
ひ
、
一
方

大
図
書
館
設
立
の
機
運
を
促
が
し
て
は
如
何
」
と
提
案
し
、
約
半
年
で
開
設
し
た
と
す
る
。
な
お
、
対
支
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
民

国
三
五
年
（
一
九
三
六
）
日
本
外
務
省
文
化
事
業
部
に
よ
り
日
本
の
自
然
科
学
、
産
業
に
関
す
る
和
書
を
中
国
市
民
に
の
閲
覧
に
供
す

る
目
的
で
中
国
北
京
近
代
科
学
図
書
館
が
設
置
さ
れ
、
銭
も
日
本
語
講
師
を
務
め
た
。
こ
の
図
書
館
こ
そ
銭
の
提
案
が
一
定
程
度
実
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
松
村
太
郎
は
冒
頭
の
自
己
紹
介
ど
お
り
「
泉
壽
東
文
書
庫
関
係
者
の
一
人
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
運
営
の

た
め
の
支
援
要
請
を
縷
々
述
べ
て
お
り
、
資
金
確
保
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
封
筒
宛
名
筆
跡
は
前
述
の
徳

富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
設
立
趣
意
書
の
宛
名
筆
跡
を
比
較
し
て
み
る
と
酷
似
し
て
お
り
、
同
一
人
物
、
す
な
わ
ち
松
村
太
郎
が
書
し
た
も

の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
図
二
参
照
）。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
泉
寿
東
文
書
庫
が
日
本
語
文
機
関
誌
『
字
紙
簍
』
を
配
布
し
、
附
録
と
し
て
銭
稲
孫
編
集
の
中
国
語
機

関
誌
『
学
舌
』
を
発
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
機
関
誌
『
字
紙
簍
』
は
、
鄒
双
双
氏
の
提
示
さ
れ
た

在
中
国
公
使
館
報
告
書
に
も
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
鄒
氏
は
「
未
見
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
般
、
岩
波
書
店
及
び
東
洋
文
庫
に

『
字
紙
簍
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
岩
波
書
店
に
は
一
九
三
〇
年
分
が（
（1
（

、
東
洋
文
庫
に
は
一
九
三
〇
～
三
五
年
分
が
保

管
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
東
洋
文
庫
所
蔵
分
に
つ
い
て
閲
覧
調
査
し
た
。
ま
た
『
学
舌
』
も
東
洋
文
庫
に
第
一
～
五
号
が
蔵
さ
れ
て

お
り
、
併
せ
て
調
査
し
た
。
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
文
庫
の
概
要
、
銭
稲
孫
と
日
本
人
と
の
交
流
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
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四
、
機
関
誌
『
字
紙
簍
』
に
記
録
さ
れ
た
泉
寿
東
文
書
庫

な
ぜ
東
洋
文
庫
に
『
字
紙
簍
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
先
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
東
洋
文
庫
の
名
品
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）「
財

団
法
人
東
洋
文
庫
の
八
〇
年
」
に
は
「
松
村
太
郎
氏
寄

贈
の
近
代
中
国
関
係
書
・
雑
誌
」
の
一
項
が
あ
り
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

   

松
村
太
郎
氏
は
上
述
の
在
北
京
順
天
時
報
社
の

社
員
で
あ
っ
た
が
、
東
洋
文
庫
が
設
立
当
初
に

各
種
の
漢
籍
、
叢
書
、
地
方
誌
、
族
譜
、
明
実

録
等
を
収
集
す
る
に
当
た
っ
て
、
格
別
の
尽
力

に
あ
ず
か
っ
た
。
氏
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四

〇
）
に
帰
郷
し
、
同
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に

そ
の
蔵
書
で
あ
っ
た
近
代
中
国
関
係
書
冊
・
雑

誌
（
中
文
・
日
文
）
数
千
冊
を
寄
贈
し
た
が
、

惜
し
く
も
翌
年
逝
去
さ
れ
た
。

岩
波
茂
雄
宛
書
簡
の
内
容
も
併
せ
て
推
測
す
れ
ば
、

松
村
の
東
洋
文
庫
寄
贈
雑
誌
の
中
に
『
字
紙
簍
』
が
含

ま
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
字
紙
簍
』
第
一

巻
第
一
号
よ
り
書
誌
情
報
を
見
て
み
よ
う
。
編
輯
所
及

び
発
行
所
は
、「
中
華
民
國
・
北
平
・
東
城
・
西
堂
子

【
図
二
】

徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
表
面
宛
名
（
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
蔵
）

岩
波
茂
雄
宛
書
簡
封
筒
（
株
式
会
社
岩
波
書
店
蔵
）

「
日
本
、
東
京
、
市
外
、
大
森
、
山
王
」

「
徳
富
蘇
峯
先
生
台
啓
」

「
日
本
、
東
京
、
小
石
川
区
」

「
小
日
向
水
道
街
九
三
」

「
岩
波
重0

雄
先
生
台
啓
」（「
重
雄
」
と
誤
記
）

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
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「
泉
寿
東
文
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胡
同
・
中
華
公
寓
内
・
字
紙
簍
社
」（
十
一
頁
末
尾
）
で
、「
中
華
民
國
特
准
認
爲
新
聞
紙
類
（
毎
月
一
回
十
五
日
発
行
）」（
最
終
十
二

頁
左
上
）
と
の
発
行
許
可
情
報
が
あ
る
。

創
刊
号
・
第
二
号
の
冒
頭
に
は
日
本
語
・
中
国
語
で
、
第
三
号
は
日
本
語
で
設
立
趣
意
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
文
面
は
徳
富
蘇
峰

記
念
館
所
蔵
の
も
の
と
一
致
す
る
。
掲
載
内
容
は
、
随
筆
、
学
術
界
動
向
記
事
、
取
次
書
目
目
録
、
文
庫
の
運
営
状
況
報
告
（
寄
贈
者

及
び
寄
贈
内
訳
、
会
計
報
告
な
ど
）
な
ど
で
あ
る
が
、
運
営
資
金
確
保
の
た
め
の
書
籍
取
次
書
目
が
紙
面
の
半
ば
を
占
め
る
。

第
二
巻
第
八
号
（
一
九
三
一
年
八
月
）
ま
で
に
十
二
回
の
寄
贈
記
録
が
あ
り
、
寄
贈
者
名
・
所
在
地
・
書
名
（
一
名
に
つ
き
一
冊
）・

冊
数
が
掲
載
さ
れ
、
約
一
年
半
で
日
中
双
方
の
法
人
・
個
人
延
べ
四
百
名
余
が
寄
贈
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
三
回
の
報
告
に
は
「
金

銭
の
部
」
が
あ
り
、
坂
西
利
八
郎
（
第
一
回
）・
大
倉
洋
行
（
第
二
回
）
な
ど
が
寄
付
金
を
拠
出
し
た
こ
と
、
設
立
趣
意
書
の
印
刷
は
二

回
で
計
一
五
〇
〇
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
三
〇
年
五
月
）
に
は
、
早
く
も
東
京
・
大
阪
・
大
連
な
ど
六

地
区
十
个
所
の
寄
贈
仲
介
者
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
早
々
に
寄
贈
の
受
付
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寄
贈
者
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
（
所
在
地
別
、
五
十
音
順
）。

 

︻
法
人
・
団
体
等
︼（
括
弧
内
は
寄
贈
回
数
、
冊
数
。「
毎
」：
雑
誌
毎
号
）

 
 

北
平 

：
大
倉
洋
行
（
二
、
二
）、
集
文
閣
書
荘
（
二
、
七
）、
順
天
時
報
社
（
二
、
数
百
）、
中
日
密
教
研
究
会
（
毎
）、
中
村
医
院

（
一
、
一
〇
）、
日
本
公
使
館
（
二
、
多
数
）、
三
菱
公
司
（
一
、
一
）、
来
薫
閣
（
一
、
一
）

 
 

上
海 

：
上
海
満
鉄
事
務
所
（
一
、
八
）　　
　

漢
口
：
同
仁
病
院
（
一
、
七
） 

成
都
：
扶
経
書
局
（
一
、
一
〇
七
）

 
 

浙
江 

：
図
書
館
（
一
、
一
）　　
　
　
　
　
　

京
城
：
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
会
（
一
、
五
）

 
 

大
連 

：
亜
細
亜
写
真
大
観
社
（
一
、
一
）、
亜
東
印
画
書
協
会
（
二
、
二
）、
移
民
文
学
社
（
二
、
二
）、
新
天
地
社
（
毎
）、
大
連
図

書
館
（
一
、
一
）、
中
日
文
化
協
会
（
三
、
一
五
二
）、
満
州
学
生
読
物
調
査
会
（
毎
）、
満
鉄
情
報
課
（
一
、
二
九
）、
満
鉄

大
連
図
書
館
（
二
、
毎
）、
満
鉄
調
査
課
（
九
、
一
一
五
）

 
 

東
京 

：
一
誠
堂
書
店
（
九
、
一
八
六
）、
岩
波
書
店
（
一
、
六
）、
岡
書
院
（
一
、
四
一
）、
科
学
知
識
普
及
会
（
一
、
一
）、
神
谷
書

店
（
一
、
一
）、
外
務
省
（
一
、
六
）、
学
習
社
（
一
、
十
一
）、
金
雞
学
院
（
三
、
四
）、
禁
酒
同
盟
（
一
、
一
）、
巌
松
堂
書

店
（
一
、
八
）、
厚
生
閣
書
店
（
一
、
一
〇
）、
工
政
会
出
版
部
（
一
、
一
）、
古
今
書
院
（
一
、
十
五
）、
後
藤
伯
蔵
書
整
理

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
六
号

164



係
（
一
、
八
七
）、
狐
狸
窟
詩
房
（
一
、
一
）、
桜
木
書
房
（
一
、
二
）、
三
松
堂
（
一
、
一
四
）、
三
省
堂
（
一
、
一
一
八
）、

四
六
書
院
（
一
、
一
〇
）、
至
誠
書
院
（
一
、
一
）、
実
業
の
日
本
社
（
一
、
三
）、
信
義
堂
（
一
、
二
）、
新
進
詩
人
社
（
二
、

四
）、
静
嘉
堂
文
庫
（
一
、
一
）、
政
教
社
（
毎
）、
大
同
館
書
店
（
一
、
一
）、
大
日
本
図
書
株
式
会
社
（
一
、
十
五
）、
大
明

堂
（
一
、
一
）、
地
学
協
会
（
二
、
二
）、
東
亜
研
究
会
（
六
、
七
）、
東
亜
考
古
学
会
（
一
、
一
）、
東
亜
同
文
会
（
毎
）、
東

京
堂
書
店
（
一
、
一
）、
東
西
医
学
会
（
一
、
一
）、
東
方
文
化
学
院
（
一
、
一
）、
東
洋
協
会
（
毎
）、
東
洋
協
会
学
術
調
査

部
（
毎
）、
東
洋
図
書
株
式
会
社
（
一
、
八
）、
東
洋
文
化
協
会
（
三
、
六
九
。
毎
）、
東
洋
文
庫
（
三
、
四
二
）、
財
団
法
人

同
仁
会
（
七
、
十
五
。
毎
）、
同
文
館
（
一
、
七
六
）、
日
華
倶
楽
部
（
三
、
三
）、
日
本
評
論
社
（
一
、
一
）、
万
国
聖
書
研

究
会
（
二
、
五
）、
文
求
堂
書
店
（
三
、
二
二
）、
平
凡
社
（
一
、
三
）、
宝
文
館
（
一
、
十
三
）、
北
星
堂
（
一
、
三
）、
北
隆

館
（
一
、
十
一
）、
丸
善
株
式
会
社
（
一
、
一
）、
明
治
書
店
（
一
、
三
）、
明
治
文
化
研
究
会
（
毎
）、
明
文
堂
（
一
、
六
）、

目
黒
書
店
（
一
、
二
）、
雄
山
閣
書
店
（
一
、
二
）、
六
合
館
（
一
、
四
）

 
 

京
都
：
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
（
一
、
一
）、
日
活
撮
影
所
（
一
、
五
〇
） 　
　
　

名
古
屋
：
名
古
屋
正
文
館
（
一
、
二
四
）

 
 

福
岡
（
博
多
）：
九
州
帝
国
大
学
（
一
、
四
）、
九
州
帝
国
大
学
図
書
部
（
一
、
三
）　　

金
沢
：
池
善
書
店
（
一
、
三
）

 
 

高
野
山
：
金
剛
峯
寺
（
一
、
六
）、
高
野
山
時
報
社
（
一
、
五
）、
密
教
研
究
会
（
一
、
一
）

 
 

山
口
：
東
亜
経
済
研
究
会
（
毎
）、
東
亜
経
済
調
査
局
（
二
、
二
。
一
回
は
在
東
京
）

 

︻
個
人
・
中
国
人
︼（
括
弧
内
は
寄
贈
回
数
、
一
回
の
場
合
は
省
略
）

 
 

北
平 

：
金
九
経
（
四
）、
呉
燕
紹
、
黄
子
明
（
四
）、
黄
文
弼
、
周
叔
迦
、
徐
鴻
宝
、
秦
墨
哂
、
銭
稲
孫
（
六
）、
宋
斐
如
、
曾
彛
進
、

張
我
軍
、
陳
垣
、
程
光
銘
、
湯
爾
和
、
闞
鐸
、
馬
衡
、
方
政
英
女
史
、
楊
樹
達
、
劉
栄
記

 
 

東
京 

：
劉
栄
記
、
秦
萍

 

︻
個
人
・
日
本
人
︼（
括
弧
内
は
寄
贈
回
数
、
一
回
の
場
合
は
省
略
）

 
 

北
平 

：
飯
島
正
隆
（
五
）、
生
嶋
捨
次
郎
、
池
田
克
己
、
石
橋
丑
雄
（
二
）、
市
原
徹
夫
、
市
吉
徹
夫
、
井
上
元
成
、
今
関
天
彭
、
遠

藤
戒
三
（
二
）、
大
木
謙
吉
、
萱
原
信
雄
（
四
、
う
ち
一
回
は
在
東
京
）、
萱
原
信
之
、
川
村
狂
堂
（
二
）、
公
平
万
、
坂
井
忠

道
、
櫻
井
英
大
、
佐
々
木
忠
（
三
、
う
ち
一
回
は
在
東
京
）、
澤
山
弦
次
郎
、
鈴
木
吉
武
（
四
、
う
ち
一
回
は
在
東
京
）、
田

銭
稲
孫
の
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設
日
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泉
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原
悦
二
（
二
）、
田
部
井
政
吉
、
時
政
清
、
長
岡
克
暁
、
西
山
貞
男
、
原
田
梁
次
郎
、
宝
珠
山
人
（
四
）、
松
村
太
郎
、
水
越

治
彦
（
二
）、
矢
野
春
隆
、
山
本
忠
孝
、
無
名
氏

 
 

南
京 
：
伊
藤
武
雄
、
小
口
五
郎　
　
　
　
　

上
海
：
宮
本
通
治　
　
　
　

 

青
島
：
波
多
野
亀
太
郎

 
 

大
連 
：
石
田
貞
蔵
、
板
橋
辨
治
（
三
）、
伊
藤
清
蔵
、
稲
葉
亨
二
（
二
）、
上
野
充
一
、
大
谷
亀
之
助
、
可
須
水
義
山
、
笠
木
良
朋
、

加
藤
郁
哉
、
小
島
憲
、
小
林
胖
生
、
志
垣
熊
雄
、
島
崎
恭
爾
、
城
小
碓
（
二
）、
須
田
慎
一
郎
、
松
崎
鶴
雄
（
二
）、
山
口
慎

一

 

奉
天
：
園
田
一
亀
（
四
、
う
ち
一
回
は
在
北
平
）　　
　
　
　
　
　
　

瀋
陽
：
黒
田
源
次

 
 

台
北
（
台
湾
）：
井
出
季
和
太
（
三
）　　
　

京
城
：
藤
塚
鄰
（
二
）　　
　

天
津
：
太
田
外
世
雄
（
三
）

 
 

東
京 

：
浅
川
保
平
、
浅
野
源
吾
、
天
津
周
一
良
、
荒
尾
利
吉
、
池
内
宏
（
二
）、
池
田
孝
道
（
六
、
う
ち
一
回
は
在
北
平
）、
井
坂
秀

雄
（
二
）、
石
田
幹
之
助
、
板
橋
勉
（
五
）、
市
川
忠
男
、
井
上
敬
次
郎
、
大
西
斎
、
岡
田
保
雄
（
三
）、
小
澤
茂
一
、
小
野
得

一
郎
（
二
）、
片
岡
峻
、
加
藤
繁
（
二
）、
亀
井
豐
治
、
川
上
鎮
雄
、
河
住
玄
、
岸
加
四
郎
（
四
）、
北
浦
藤
郎
、
倉
橋
藤
治

郎
、
小
柳
司
気
太
、
里
見
弴
、
清
水
泰
次
、
杉
坂
悌
二
郎
（
二
）、
鈴
木
葉
子
（
二
）、
高
田
眞
治
、
高
田
忠
周
、
徳
富
猪
一

郎
、
中
山
久
四
郎
（
二
）、
長
澤
規
矩
也
（
二
）、
野
口
米
次
郎
、
林
平
次
郎
、
林
正
章
（
五
）、
原
富
男
、
原
田
淑
人
、
菱
健

一
、
藤
田
金
之
丞
、
藤
波
剛
一
（
四
）、
藤
原
剛
一
、
松
本
亀
次
郎
、
松
本
長
三
（
二
）、
水
野
勝
邦
、
水
野
梅
暁
（
三
）、
水

野
錬
太
郎
、
水
野
谷
英
夫
（
一
〇
）、
御
園
菊
松
（
二
）、
山
口
和
一
（
三
）、
横
山
じ
ゆ
ん
子
、
和
田
清
（
二
） 

 

腰
越
：
河
合
良
朔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
：
唐
澤
保
雄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田
：
丸
山
信
次

 
 

京
都
：
足
利
浄
円
、
梅
原
末
治
（
二
）、
内
藤
虎
次
郎
（
二
）、
羽
田
亨
（
二
、
一
回
は
在
東
京
）、
水
野
清
一
、
山
田
孝
三
郎
（
二
）

 
 

大
阪
：
石
浜
純
太
郎
（
二
）、
藤
昌
樹
（
二
）、
福
田
宏
一
（
二
）、
渡
邊
薫
太
郎

 
 

神
戸
：
齋
藤
恭
、
巽
道
順
・
齋
藤
恭
（
二
）　　

 

兵
庫
県
：
鴻
山
俊
雄　

 

岐
阜
（
大
垣
）：
金
崎
賢
（
二
）

 
 

奈
良
：
志
賀
直
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
（
丹
波
）：
中
山
正
善
（
三
）　　
　
　

奈
良
県
：
垂
水
武
雄

 
 

高
野
山
：
大
山
公
淳
、
栂
尾
祥
雲
、
水
原
尭
栄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
：
渡
邊
哲
信

 
 

仙
台
：
青
木
正
児　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
：
重
松
俊
章
（
二
）、
三
松
八
千
世　
　

 

名
古
屋
：
八
木
幸
太
郎
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東
洋
学
の
著
名
な
研
究
者
や
小
説
家
・
実
業
家
が
名
を
連
ね
る
一
方
、
民
間
人
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
く
、
所
在
地
は
中
国
・
朝
鮮
・

日
本
国
内
各
地
に
及
ぶ
。
先
に
挙
げ
た
石
田
幹
之
助
、
徳
富
蘇
峰
（
猪
一
郎
）、
松
本
亀
次
郎
、
志
賀
直
哉
、
里
見
弴
、
岩
波
書
店
、
平

凡
社
、
東
洋
文
庫
の
名
も
見
え
る
。
寄
贈
図
書
に
つ
い
て
本
稿
で
は
書
名
記
載
を
省
略
し
た
が
、
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
は
蔵
書
目
録

や
学
術
雑
誌
の
寄
贈
が
多
く
、
個
人
は
自
身
の
著
書
、
専
門
書
、
古
典
の
翻
訳
本
、
各
種
全
集
な
ど
が
多
い
。
分
野
も
文
学
、
芸
術
、

経
済
学
、
法
律
、
医
学
、
農
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。「
泉
壽
東
文
書
藏
第
一
年
度
會
計
報
告
」（
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
一
年
三
月
）

に
よ
れ
ば
、
十
二
月
末
時
点
の
蔵
書
数
は
図
書
三
、
五
二
〇
冊
、
雑
誌
八
三
六
冊
、
閲
覧
者
は
十
二
校
の
べ
三
七
二
人
、
七
〇
四
冊
で

あ
っ
た
。
松
村
書
簡
に
「
北
京
大
学
の
如
き
す
ら
、
二
千
餘
部
」
と
す
る
か
ら
そ
れ
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
松
村
の
岩
波
宛
書
簡
に
言
及
の
あ
る
中
国
語
機
関
誌
『
学
舌
』
は
、
銭
稲
孫
の
編
輯
、
出
版
者
住
所
は
銭
宅
、
題
字
は
北
京

大
学
教
授
な
ど
を
つ
と
め
た
沈
尹
黙
（
一
八
八
三
～
一
九
七
一
）
で
あ
る
。
紙
面
に
は
、
日
本
の
学
界
動
向
や
寄
贈
者
及
び
主
要
な
寄

贈
書
紹
介
欄
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
閲
覧
の
一
助
と
し
て
寄
贈
書
に
通
番
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
日
本
の
学
術
研
究
を
中
国

人
研
究
者
へ
紹
介
し
、
中
国
人
利
用
者
へ
の
便
を
図
ろ
う
と
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
開
設
翌
年
九
月
満
洲
事
変
が
勃
発
す
る
。
直
後
に
出
た
『
字
紙
簍
』
第
二
巻
第
九
号
（
十
月
十
五
日
発
行
）
一
面
に
は

「
泉
壽
東
文
書
藏
一
時
閉
鎖
に
つ
き
御
同
情
者
の
御
諒
解
を
請
ふ
」
と
の
見
出
し
が
あ
り
、
泉
寿
東
文
書
庫
は
当
面
閉
鎖
し
、
資
金
源
で

あ
っ
た
書
籍
取
次
も
中
止
し
、『
字
紙
簍
』
を
休
刊
す
る
旨
告
知
さ
れ
て
い
る
。
事
業
開
始
か
ら
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
で
襲
っ
た
想
定
外

の
社
会
動
乱
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
銭
の
苦
衷
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
翌
年
（
一
九
三
二
）
一
月
の
第
三
巻
第
一
号
に
は

「
泉
壽
東
文
書
藏
關
係
者
一
同
諒
解
を
得
て
『
字
紙
簍
』
を
再
刊
し
、
之
に
書
目
類
を
掲
載
」
し
、
再
開
迄
は
「
不
肖
私
（
松
村
太
郎
）

個
人
、
全
責
任
を
負
ふ
て
懇
切
に
從
事
」
す
る
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
以
降
『
字
紙
簍
』
の
紙
面
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
最
終
の
昭
和

十
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
一
日
発
行
（
第
六
巻
第
四
号
）
ま
で
取
次
書
目
及
び
連
絡
事
項
の
み
を
掲
載
す
る
。

終
わ
り
に

銭
稲
孫
は
、
日
本
の
文
化
学
術
を
広
く
収
集
し
中
国
の
学
界
の
向
上
の
一
助
と
し
た
い
と
の
強
い
思
い
か
ら
自
邸
内
に
泉
寿
東
文
書

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」
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庫
設
立
し
た
。
開
設
か
ら
わ
ず
か
二
年
弱
の
間
に
、
北
京
大
学
を
上
回
る
日
本
語
図
書
蔵
書
量
へ
と
拡
大
し
た
。
そ
の
運
営
に
は
実
務

担
当
の
支
援
者
と
し
て
日
本
人
松
村
太
郎
の
存
在
が
あ
っ
た
。
資
金
面
の
原
因
か
ら
寄
贈
を
募
る
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
銭
の
認

知
度
を
更
に
高
め
、
東
洋
学
分
野
を
中
心
に
日
本
の
学
術
界
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
翌
年
秋
の
満
洲
事
変
に
よ
り

文
庫
は
一
時
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
再
び
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
北
京
大
学
」
図
書
館
長
、
北
京
近
代
図
書
館
日
本
語
講

師
な
ど
の
任
に
就
き
日
中
文
化
交
流
の
中
国
側
代
表
の
一
人
と
し
て
日
本
と
の
関
係
を
益
々
深
め
て
い
っ
た
。
泉
寿
東
文
書
庫
開
設
は

銭
稲
孫
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
重
要
な
転
換
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注

（
1
）  

鄒
双
双
『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男
―
万
葉
集
を
訳
し
た
銭
稲
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
第
九
章
「『
文
化
漢

奸
』
の
虚
実
」
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
宛
在
中
国
公
使
館
報
告
書
「
支
那
人
の
日
本
語
及
日
本
事
情
研
究
状
況
調
査
」
の
一
項
「
北
平
ニ

於
ケ
ル
日
本
語
及
日
本
事
情
研
究
状
況
調
査
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料B04011412400

）
及
び
文
潔
若
の
回
想
に
基
づ
い
て

言
及
す
る
（
一
九
〇
～
一
九
三
頁
）
ほ
か
、
複
数
箇
所
で
泉
寿
東
文
書
庫
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）  

本
稿
所
載
の
機
関
誌
、
書
簡
等
の
著
作
権
に
つ
い
て
、
法
人
の
実
質
的
消
滅
時
期
及
び
発
信
者
の
没
年
、
さ
ら
に
書
簡
著
作
権
承
継
者

の
存
否
を
慎
重
に
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
問
題
な
い
と
判
断
し
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）  

高
木
理
久
夫
編
・
呉
格
訂
「
銭
恂
年
譜
（
増
補
改
訂
版
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
〇
八
～
一
九

五
頁
）
参
照
。

（
4
）  

韋
慶
媛
「
図
書
館
的
另
類
館
長
銭
稲
孫
」（『
読
書
』
第
三
七
七
期
、
二
〇
一
〇
年
十
月
、
九
二
～
九
九
頁
）
結
語
に
「
抗
戰
爆
發
後
︐

這
位
圖
書
館
的
另
類
館
長
保
護
了
北
大
、
清
華
的
圖
書
︐
使
兩
個
重
要
的
圖
書
館
在
危
難
之
中
避
免
遭
受
更
大
的
劫
難
︐
這
些
是
我
們
應

該
予
以
肯
定
的
。」
と
あ
る
。

（
5
）  

石
田
幹
之
助
「
銭
稲
孫
先
生
の
こ
と
―
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
寄
稿
者
」（『
国
際
文
化
』
第
十
二
号
、
国
際
文
化
振
興
会
、
一
九

四
〇
年
、
三
三
～
三
五
頁
）。

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
六
号
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（
6
）  

鴻
山
俊
雄
『
日
中
交
流
七
十
年
― 

そ
の
道
一
筋
の
回
顧
』（
華
僑
問
題
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
れ
ば
筆
者
は
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
北
京
へ
留
学
し
「
北
京
在
住
三
十
年
の
国
民
新
聞
駐
在
記
者
松
村
太
郎
夫
妻
」
の
世
話
を
受
け
（
九
三
頁
）、
松
村
か
ら
「
銭
稲

孫
氏
に
紹
介
さ
れ
、
ご
指
導
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
世
話
に
な
っ
た
」（
九
七
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
。

（
7
）  
松
本
亀
次
郎
『
中
華
五
十
日
游
記
』（
東
亜
書
房
、
一
九
三
一
年
）
一
〇
六
～
一
〇
九
頁
。

（
8
）  

里
見
弴
『
満
支
一
見
』（
春
陽
堂
、
一
九
三
一
年
）、『
志
賀
直
哉
全
集
』
第
十
一
巻
「
満
洲
日
記
」（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（
9
）  

岩
波
書
店
編
集
部
編
集
『
岩
波
茂
雄
へ
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）「
岩
波
茂
雄
宛
書
簡
差
出
人
一
覧
」
松
村
太
郎
の
項
五

三
頁
）
に
「
一
九
三
七
年
三
月
七
日
」
と
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
が
正
し
い
。
東
京
帝
国
大
学
原
田
淑
人
教
授
の
北
京
大
学
で
の
講
義
は

一
九
三
〇
年
三
～
四
月
に
行
わ
れ
た
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料B05015652100

、
十
四
頁
参
照
）。

（
10
）  

岩
波
書
店
編
集
部
編
集
『
岩
波
茂
雄
へ
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）「
岩
波
茂
雄
宛
書
簡
差
出
人
一
覧
」
七
四
頁
。

※ 

資
料
の
閲
覧
、
調
査
、
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
先
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
、
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
公
益
財

団
法
人
東
洋
文
庫
の
ご
許
可
を
頂
い
た
こ
と
、
ま
た
大
分
県
国
東
市
重
吉
喜
一
郎
氏
に
調
査
の
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
篤
く
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

銭
稲
孫
の
私
設
日
本
語
図
書
室
「
泉
寿
東
文
書
庫
」
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